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中緯度地上磁場擾乱における電離層電流と磁気圏電流の寄与

Relative contribution of ionospheric currents and magnetospheric currents to mid-latitude
geomagnetic field disturbance
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中緯度地磁気擾乱に、電離層電流がどの程度寄与

しているかを、レーダー観測から推定される電離

層電場による磁場変化と実際の磁場変化を比較

することにより調べた。解析は、京都大学超高層

電波研究センター信楽によるドリフトモード

（毎時４５分間）の観測から得られた１時間毎の

電場推定値と、国際標準電離層モデル(IRI)から

計算される高さ積分された電離層電気伝導度を

用いて、平面電流の近似のもとに地上磁場効果を

計算し、信楽あるいは柿岡で観測された地磁気

データと比較した。その結果、中緯度における

地磁気擾乱場は、パワー的には大部分磁気圏電流

あるいは沿磁力線電流の効果であることを示す

結果を得た。

中緯度磁場変動には磁気圏および電離層を流れる様々な電流が寄与していて、地上磁場変動だけから磁気圏を

含む３次元電流系を決定することは原理的に不可能である。静穏日地磁気日変化は電離層ダイナモが原因で、主に

電離層電流であること、磁気嵐時の中低緯度における Dst 場の減少は、（非対称）リングカレントの寄与が大きい

ことなどは、人工衛星観測、モデル計算との比較等から確かなことであると考えられるが、サブストームの開始に

伴って見られる mid-latitude positive bay には wedge current と呼ばれる沿磁力線電流が寄与していると考えら

れている。地磁気擾乱時の昼間側電離層には、極域起源の電場や中性風による電流が流れているかもしれない。こ

こでは、通常の中緯度地磁気擾乱に、電離層電流がどの程度寄与しているかを、レーダー観測から推定される電離

層電場による磁場変化と実際の磁場変化を比較することにより調べる。解析は、京都大学超高層電波研究センター

信楽によるドリフトモード（毎時４５分間）の観測から得られた１時間毎の電場推定値と、国際標準電離層モデル

(IRI)から計算される高さ積分された電離層電気伝導度を用いて、平面電流の近似のもとに地上磁場効果を計算し、

信楽あるいは柿岡で観測された地磁気データと比較した。その結果、中緯度における地磁気擾乱場は、パワー的に

は大部分磁気圏電流あるいは沿磁力線電流の効果であることを示す結果を得た。それゆえ、リングカレントやマグ

ネトポーズカレントの効果のモデリングを進めることにより、中緯度磁場変化から沿磁力線電流分布を推定する事

ができる可能性が多分にある。


